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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成22年2月25日(2010.2.25)

【公表番号】特表2009-522935(P2009-522935A)
【公表日】平成21年6月11日(2009.6.11)
【年通号数】公開・登録公報2009-023
【出願番号】特願2008-549559(P2008-549559)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   7/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   7/13    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成22年1月7日(2010.1.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水平または垂直再サンプリングスケール係数に応じて画像データの再サンプリングを実
行することを含み、前記再サンプリングは、再サンプリングされた配列内の水平または垂
直位置ｉにおけるサンプル値の計算処理を含み、前記計算処理は、
　　結果において式ｘ＝（ｉ＊Ｃ＋Ｄ）＞＞Ｓに数学的に等価である仕方で導出された水
平または垂直サブサンプル位置ｘを計算することであって、Ｃは、２Ｓ＋Ｆに前記水平ま
たは垂直再サンプリングスケール係数の逆数を掛けたものに等しい値を近似することによ
り導出され、Ｆ、Ｃ、Ｄ、およびＳは、整数値である、導出された水平または垂直サブサ
ンプル位置ｘを計算することを含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　水平アップサンプリングスケール係数および垂直アップサンプリングスケール係数に応
じて映像のアップサンプリングを実行することを含み、前記アップサンプリングは、アッ
プサンプリングされた配列内の水平位置ｉおよび垂直位置ｊにおける補間されたサンプル
値の計算処理を含み、前記計算処理は、
　　結果において式ｘ＝（ｉ＊Ｃ＋Ｄ）＞＞Ｓに数学的に等価である仕方で導出された水
平サブサンプル位置ｘを計算することであって、Ｃは、２Ｓ＋Ｆに前記水平アップサンプ
リングスケール係数の逆数を掛けたものに等しい値を近似することにより導出され、Ｆ、
Ｃ、Ｄ、およびＳは、整数値である、導出された水平サブサンプル位置ｘを計算すること
と、
　　結果において式ｙ＝（ｊ＊Ｃ＋Ｄ）＞＞Ｓに数学的に等価である仕方で導出された垂
直サブサンプル位置ｙを計算することであって、Ｃは、２Ｓ＋Ｆに前記垂直アップサンプ
リングスケール係数の逆数を掛けたものに等しい値を近似することにより導出される、導
出された垂直サブサンプル位置ｙを計算することと、
　前記導出されたサブサンプル位置ｘ、ｙにおいてサンプル値を補間することとを含むこ
とを特徴とする方法。
【請求項３】
　前記計算処理は、さらに、
　前記導出された水平サブサンプル位置ｘのＦ個の最下位ビットに基づき水平再サンプリ
ングフィルタを選択することと、
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　前記導出された水平サブサンプル位置ｘのその残存する最上位ビットに基づきフィルタ
リングされる低解像度のサンプルを選択することとを含み、
　前記導出されたサブサンプル位置ｘ、ｙにおいてサンプル値を補間することは、
　　前記選択された低解像度のサンプルに基づき前記サンプル値を補間し、前記選択され
た水平再サンプリングフィルタを使用することとを含むことを特徴とする請求項２に記載
の方法。
【請求項４】
　前記導出された水平サブサンプル位置ｘの前記Ｆ個の最下位ビットの少なくとも１つの
値に対し適用される水平再サンプリングフィルタは、２つよりも多い非ゼロフィルタタッ
プ値を有する有限インパルス応答フィルタであり、かつ
　前記導出された水平サブサンプル位置ｘの前記Ｆ個の最下位桁について０以外のすべて
の値に対し適用される水平再サンプリングフィルタは、４つの非ゼロフィルタタップ値を
有する有限インパルス応答フィルタであることを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記計算処理は、さらに、
　前記導出された垂直サブサンプル位置ｙのＦ個の最下位ビットに基づき垂直再サンプリ
ングフィルタを選択することと、
　前記導出された垂直サブサンプル位置ｙのその残存する最上位ビットに基づきフィルタ
リングされる低解像度のサンプルを選択することとを含み、
　前記導出されたサブサンプル位置ｘ、ｙにおいてサンプル値を補間することは、
　　前記選択された低解像度のサンプルに基づき前記サンプル値を補間し、前記選択され
た垂直再サンプリングフィルタを使用することとを含むことを特徴とする請求項２に記載
の方法。
【請求項６】
　前記導出された垂直サブサンプル位置ｙの前記Ｆ個の最下位ビットの少なくとも１つの
値に対し適用される垂直再サンプリングフィルタは、２つよりも多い非ゼロフィルタタッ
プ値を有する有限インパルス応答フィルタであり、かつ
　前記導出された垂直サブサンプル位置ｘの前記Ｆ個の最下位桁について０以外のすべて
の値に対し適用される垂直再サンプリングフィルタは、４つの非ゼロフィルタタップ値を
有する有限インパルス応答フィルタであることを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記アップサンプリングは、１つまたは複数のＭｉｔｃｈｅｌｌ－Ｎｅｔｒａｖａｌｌ
ｉ再サンプリングフィルタを使用して実行されるか、あるいは１つまたは複数のＣａｔｍ
ｕｌｌ－Ｒｏｍ再サンプリングフィルタを使用して実行されることを特徴とする請求項３
に記載の方法。
【請求項８】
　Ｆ、Ｃ、Ｄ、またはＳの前記垂直または水平の値のうちの少なくとも１つは、前記サン
プル値が色度サンプル値であるか、または輝度サンプル値であるかに少なくとも一部は基
づいて異なることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項９】
　結果において式ｘ＝（ｉ＊Ｃ＋Ｄ）＞＞Ｓに数学的に等価である仕方は、式ｘ＝（（ｉ
＊Ｃ＋Ｄ）＞＞Ｓ）＋Ｅの実装を含み、Ｅは、オフセットであることを特徴とする請求項
２に記載の方法。
【請求項１０】
　前記アップサンプリングは、帯域幅制御パラメータにより制御されるフィルタタップ値
を有する１つまたは複数の再サンプリングフィルタを使用して実行されることを特徴とす
る請求項２に記載の方法。
【請求項１１】
　前記アップサンプリングは、階層化空間スケーラブルビデオ符号化または復号化プロセ
スで実行されることを特徴とする請求項２に記載の方法。
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【請求項１２】
　前記アップサンプリングは、参照画像再サンプリングについて実行されることを特徴と
する請求項２に記載の方法。
【請求項１３】
　前記近似することは丸めを含み、および/または前記逆数は近似的逆数であることを特
徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記Ｆ、Ｃ、Ｄ、およびＳ整数値のうちの少なくとも１つは、前記水平計算の場合が前
記垂直計算の場合と異なり、特に前記Ｆは４と等しく、かつ前記Ｓの値は１２に等しいこ
とを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項１５】
　アップサンプリングスケール係数に応じて映像のアップサンプリングを実行することを
含み、前記アップサンプリングは、アップサンプリングされた配列内の水平位置ｉおよび
垂直位置ｊにおける補間されたサンプル値の計算処理を含み、前記計算処理は、
　　結果において式ｘ＝（（２Ｊ＊ｉ＋Ｑ）＊Ｃ＋Ｄ）＞＞Ｓに数学的に等価である仕方
で導出された水平サブサンプル位置ｘを計算することであって、Ｃは、２Ｓ＋Ｆに前記ア
ップサンプリングスケール係数の逆数を掛けたものに等しい値を近似することにより導出
され、Ｆ、Ｃ、Ｄ、Ｓ、Ｊ、およびＱは、整数値である、導出された水平サブサンプル位
置ｘを計算することと、
　　結果において式ｙ＝（（２Ｊ＊ｊ＋Ｑ）＊Ｃ＋Ｄ）＞＞Ｓに数学的に等価である仕方
で、導出された垂直サブサンプル位置ｙを計算することと、
　　導出されたサブサンプル位置ｘ、ｙにおいてサンプル値を補間することとを含むこと
を特徴とする方法。
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